PENTAX 






カメラの正しい操作のため、ご使用前に必ずこの使巧説明書をご覧ください。 
この説明書で使巧しているイラストは、実際の製品と異なる場合びあります。 










このたびは、ペンタックス製品をお買い上げい 
ただを、誠にありびとうございます。 

「エスピオ i2oswn 」 は、独創的な新機構スイ 
ッチ オーバー ズームシステム （&) を採用し 
たコンパクトカ^ラです。この機構により、約 
4.3 倍といラ高いズーム比率を持ちなびら、同 
クラスのコンパクトカ^ラとしては超ル型-軽 
量化を実現でさました。 

《 ] 本のズームレンズでありなびら、に角側-望遠側 
それぞれに異なったレンズ構成を持たせ 、スーミ 
ングの途中でその切り替えを行います。 

言わば、2本のズームレンズを融含させた設計です。 

商標について 

「 PENTAX 」「 ESPI 日」は巧光学工業株式芸社 
の登録商標です。 


記号について 


操作の方向 


自動的に動さまず 


ま目して<ださい 

— \ 

• \ 

、、一' 

点灯します 

''し' 

ス'V 

点滅します 



r 林橘の秘密 J (有料） 

ずぐに役立つ写真の甚礎ミ日識 

露出の仕組みや光の測りち、 
ピントの含わせ方など写真の 
基礎を豊富なイラストと作例 
でねかりやずく解説していま 
す。 

お買いまゆは、ペンタックス 
サービス窓□-ペンタックス 
フアミ U —または、最寄りの 
カメラ店で。 





カメラをま全にお使いいただくために 


この製品の安全性については十分を意を仏っておりますび、2ページにある下記 
マークの内容については特にミ主意をしてお使いください。 

A 整化 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重症を負ラ可能性 
び想定される内容を示しています。 

A ミち意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷書を負ラ可能性び想定され 
る内容および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 

&は、禁止事項を表わすマークです。 

A は、を意を促すためのマークです。 






A 警告 

0 力;ラを分解しないでください 。がラ 
内部には高電圧部があり、感電の危険び 
お0ます。 

S) 落下などにより、力;ラ内部が露出した 
ときは、絶巧に露出部分に手をふれない 
でください。感電の危険があります。 

Q ストラツプが首に巻を付くと危険です。 
小さなお子様がストラツプを首に掛けな 
いよラにご注意ください。 


A 注意 

0 電池をショートさせたり、火の中に入れ 
ないで<ださい。また、分解や充電をし 
ないでください。破裂-発火の恐れびあ 
0ます。 

A 万一、力;>< ラ内の電池が発熱•発煙を起 
こしたとさは、速やかに電池を取り出し 
てください。この場合、やけどに十分ご 
ミ主意ください。 





• ミちれ落としに、シンナーやアルコール•ベン 
ジンなどの有機溶剤は使用しないでくださ 
い。 

• 高温を湿の所は避けてください。特に車の中 
は高温になりますのでごミ主意ください。 

• 防虫剤や薬品を扱ラ所は避けてください。ま 
た、カビ防止のためケースから出して、風通 
しの良い所に保管してください。 

• このカメラは防水力;>< ラではありませんの 
で、雨水などが直接かかる所では使用でさま 
せん。 

• 強い震動•ショック-圧力などを加えないで 
ください。オートバイ•車-船などの震動は、 
クッションなどを入れて保護してくださし、。 

• カメラにフイルムが入っている間は、絶巧に 
カメラの裏ぶたを開けないでください。フイ 
ルムに光び入って、撮影した写真がだめにな 
つてしまいます。 




• レンズ•ファインダー窓のホコリはブ□ワー 
で吹き飛ばし、きれいなレンズブラシで取り 
去ってください。 

• 業務用または過酷な条件での使用には、お勧 
めでをません。 

• 高性能を保つため、1〜2年毎に定期点検を 
してください。長期間使用しなかったときれ 
大切な撮影の前には点検や試し撮りをしてく 
ださい。 

• カメラの使用温度範囲は一10で〜已〇むで 
す。 

• 急激な温度変化を与えると、カメラの内がに 
水滴が生じます。力^ラをバックやビニール 
袋などに入れ、温度差をかなくしてから取り 
出して < ださい。 

• ゴ S やミ尼•砂•ホコ U •水-有害ガス-塩分 
などが力;ラの中に入 b ないよラにご注意く 
ださい。故障の原因になります。雨や水滴な 
どが付いたとさは、良<おいて乾かして<だ 
さい。 
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各部の名称 


〇 U モコン受光窓 [4 已ページ] 

0 電源ダイヤル [12 ページ] 

0シャッターボタン[]4ページ] 

〇デートボタン[已3ページ] 

© AF ボタン [3 已ページ] 

©スト□ボ/バルブボタンに4ページ] 

〇表示パネル [62 ページ] 

©視度調整レバーに3ページ] 

© スト□ボ発光部 

⑩ セルフタイマーランプ [42 ページ] 

0ファインダー窓 
0レンズ 
巧 測距窓 
の 受光窓 

巧 イルミネーショング U ップ/^3^グリップランプ 
瓜 ストラップ通し [1 1ページ] 



》グ U ップランプは次のとさに青く光って状態を 
知らせます。 

(a) 電源の ON/OFF [12 ぺージ] 

化）シャッターボタンを半巧ししたときに8ページ] 
(C) セルフタイマーの作動時 [43 ページ] 

(d) U モコンモードの使用時 [44 ページ] 


グ U ップランプの ON/OFF 

グ U ップランプを光るよラにするか、光らない 
よラにするかを選ぶには、©スト□ボ/バルブ 
ボタンを約3秒巧し続け、表示パネルになのよラ 
な乂ッ セージを表示させます。 

\iEd Gn\ 光るようにします。 

いぶ?巧 光らないようにします。 





各部の名称（背面) 



巧ファインダー接眼窓 
⑩緑 ランプに6ページ] 

⑩赤 ランプに6ページ] 

⑩ ズーム ボタン [1 巨 ページ] 

0フイルム情報窓 
@電池ぶた[已7ページ] 

@裏ぶた [1 S ページ] 

⑩ パノラマ切り替えレバー[已〇ページ] 
0兰脚ネジ巧 

愈 途中巻き戻しボタン [33 ページ] 

感 裏ぶた開放レバー [ 18ページ] 




カメラをま全にお使いいただくために 

取り扱い上のを意 . 

各部の名称 . 

使い方は簡単です . 

こんな写真を撮るには？ . 

撮影前の準備をしましょう 

1.ソフトケース . 

をストラップ . 

3. 電源を入れてみましょう— 

4. 力方ラの構え方 . 

已.ズー S ングをしてみましょラ 

フィルムを入れて撮影しましょラ 
1.フィルムを入れましょう •••• 
•フィルム感度について…… 

を視度調整 . 

3 . ファインダー内表の . 

4 . ランプ表示 . 

已.撮影しましょラ . 

•スト□ボ自動発光 . 

• ピント合わせの苦手な物 
日.フィルムを取り出しましょう 
•フィルムの途中卷さ戻し 
し、ろいろな撮影をしましょラ 
いろいろな機能の選びち…… 


13478 01246 8234679013 4 
. 11111 1222222333 3 


オート撮影/オート撮影十赤目軽減 . 36 

日中シンク□撮影 . 37 

低速シャッター撮影 . 38 

低速シンク□撮影十赤目軽減 . 39 

バルブ撮影 . 40 

バルブシンク□撮影十赤目軽減 . 41 

セルフタイマー撮影 . 42 

U モコン撮影 . 44 

遠景撮影 . 46 

スポット AF 撮影 . 47 

フオーカス□ック撮影 . 48 

パノラマ撮影 . 已〇 

写真に曰付や時刻を写し込みます . 已3 

,日付や時刻の修正 . 已4 

電池の消耗警告 . 已目 

電池の交換 . 已7 

スト□ポ撮影可能距離と赤目現象 . 已9 

こんなとさは？ . 60 

表示パネル . 62 

最終撮影曰表示 . 63 

をな仕様 . 64 

さくいん . 66 

クイックガイド . 69 

アフター サー ビスについて . 71 

















































裏ぶたを開けます。 フイルムを入れ、裏ぶた自動的に1コマ目まで巻電源を入れます。 

[18 ページ] を閉じます。 き上がります。 [12 ページ] 


[19 〜21ぺージ] に1ぺージ] 



ファインダーをのぞき、ピントを合わせたいものシャッターボタンを押しフィルムが終わると自動 
ズームボタンを巧して写にファインダー内て撮影です。暗い所では的に卷さ戻しび始まりま 
したい物の大きさを決めの [ in を合わせます。 自動的にスト□ボが光りす。 [31 ページ] 

ます。 に7ページ] ます。 

[1 目ページ] に8、2日ページ] 








こんな写真を撮るには？ 


- JJ ピント関係- 

遠くの風景を撮りたい . 

窓越しに風景を撮りたい . 

特定の狭い部分にピントを合わせて撮影したい 


% スト□ボ関係 


暗い所で写真を撮0たい . 

スト□ボ撮影で目びホく写5ないよラにしたい…… 
帽子などで影になっている人物の顔を明るく写したい 

夕景をバックに人物を写したい . 

夜景をバックに人物を写したい . 


dJ ズーミング関係 


写したい物を大を< した0ルさ< したい 


がが^ 


4 9 7 9 1 
3 5 3 3 4 
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■ n 人物撮影関係 


帽子などで影になっている人物の顔を明るく写したい . 37 

夕景をバックに人物を写したい . 39 

夜景をバックに人物を写したい . 41 

自分自身も写真に写りたい . 42、44 


風景撮影関係 


夕景をバックに人物を写したい . 39 

夜景を撮りたい . 40 

夜景をバックに人物を写したい . 41 

窓越しに遠くの風景を撮りたい . 46 


で その他 


力;< ラから離れた所からシャツターをきりたし、 . 44 

写真に日付や時刻を入れたい[消したい] . 53 













ソフトケース 



撮影前の 
準備をしましよう 




力^ラをケースを入れるときは、電源を日 FF 
にしてくださし、。[電源日 FF については、] 2 
ページをご賣ください。] 


* ソフトケース内側には、 U モコンを収納するた 
めのポケットびあります。 









ストラップ 



ストラップを図のよ5に、カメラのスト 
ラップ通しに通します。 


* ストラップの©の部分は、フィルムの途中巻を 
戻しをずるとをにご使巧ください。 





電源を入れてみましよう 



電源ダイヤルを回して IonI 位置に合わせ 
ると電源び入りまず。[電源 ON ] 

巨 El 位置に戻ずと電源び切れまず。[電 
源 OF 円 


* カメラを使用しないとをは、必ず電源を OFF に 
してください。 

* 電源を曰 N のまま放置した場を、放置後約3分間 
たつと、自動的にレンズのズーム位置び一番広 
角側（吕 8mm) になります。 



電源を入れるとレンズカパーが開き、レ 
ンズが少し前に出まず。 


* 表示パネルに 忙 JI マークび出ているときは、 
電池び消耗していますので、電池を交換してく 
ださい。已已、曰7ページをご覧ください。 

*3\/U チウム電池 [CR 吕相当品] ] 本を使苗し 
ます。電池を抜くと時刻の修正び必要となりま 
すので、電池消耗時し^(がは、電池を抜かないで 
<ださい。 

* 電源 ON/ 曰 FF 時には、グI」ップランプび点滅 
します。 










最終撮影曰表示 

力方ラにフイルムび入った状態で電源を入れる 
と、表示パネルに前回最後に撮影した曰付び点 
滅表示してから、現在の曰付び表示されます。 
詳しくは色3ページをご覧ください。 



カメラの構え方 










ズー三ングをしてみましよラ 





ズームボタンの fTI を巧すと、 

遠くのわのを大きく写せる望遠側にな0ます。 
ズームボタンの I I を巧すと、 

広い範囲を写せる広角側にな0ます。 
ファインダーを見なび5、写したいものび好み 
の大きさになったところで止めて撮影してくだ 
さい。 

ズ ー S ングは範囲でおこなえます。 
28 mm 〜] 20 mm 







* ズー s ングをすると、振動をともなったシャッ 
ターびきれたよラな音びしますび、これはズー 
ミン グ途中でレンズの内部機構を切り替える新 
機構「スイッチオーバーズームシステム」の 
作動音です。 

* 焦点距離を望遠側にすると手ぶれを起こしやす 
くなりますので、比較的手ぶれを起こしにくい 
ISO 400のフィルムの使巧をお勧めしまず。 

• ズームレンズには、無理な力を加えないでくだ 
さい。また、レンズを下向をに置かないでくだ 
さい。レンズに無理な力び加わり、故障の原因 
になります。 


フイルムを入れて 
撮影しましよラ 


フイルムは、一通0説明書を読んで力方ラの操 
作に慣れてか5入れましよラ。 





フイルムを入れましよう [フィルムは直射日光が当た5ない巧で入れましょぅ] 








3 .裏ぶたを開けると、図のように黒い突 
起がありまず。 


4.フィルムは凸側を上にして、下側か6 
先に黒い突起に差し込むように入れ、 
巧に上側を入れまず。 

♦フィルムは、下側の巧を黒い突起部分にしっか 
りと差し込んで < ださい。 



























已.フイルムを少し引き出して、〇のフイ 
ルム先端マーク QMD に合わせまず。 


• フィルムびまっすぐ入っていることを必ず確認 
して < ださい。 

• フィルムお知部©にゴミなどび付着するとフィ 
J レムが正しく巻を上げられません。 

• 下図のよラに、フィルムはたるみびないよラに 
入れて < ださい。 

• フィルムの先端び長く出すぎているときは、フ 
ィルムをパト□ーネに少し押し戻します。 

• フイルム先端び極端に巧れ曲びっているものは、 
まっすぐ直してください。 



X フイルムのたるみちり 


〇フイルムのたるみなし 







6 .裏ぶたを閉じるとフィルムび自動的に 
巻き上げ5れ、1枚目まで進みまず。 


7. フィルム枚数表示のこ G び出て自動の 
に止まりまず。必ず枚数表示び me 
なっていることを確認して<ださい。 

8. フィルムが正しく入っていないと、表 
示バネ J レにのび点滅して知 S せます。 
フイルムを正しく入れ直してくださし、。 


* フィルム枚数は、電源び OFF のとをで石表示さ 
れます。 





フイルム感度について 


フイルム感度自動セット 

フイルムを入れるだけでフイルム感度び自動的 
にセツトされます。 


* 使巧できるフイルムは、 IS 02 已〜3200までの 
DX フイルムです。 

* フィルム感度は、手ぶれしにくくストロボ撮影 
にち利なに0400の使巧をお勧めします。 


• ISO 800より高感度の DX フイルムは、室内や 
暗い所での撮影苗としてご利巧ください。ただ 
し、必要し;^上な高感度フイルムを使庙すると、 
粒子び粗くヴラついた写賣になってしまいます 
のでご注意 < ださい。 

• ほとんどのフイルムび、フイルム感度を自動的 
にセットでをる DX フイルムですび、 DXU (列•の 
フイルムではフイルム感度び2曰にセットされ 
てしまいますので使巧でをません。 
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1 . カメラを明るいちへ向け、ファインダ 
一をのぞをなが S 視度調壁レバーをを 
ちに動かしまず。 

2. ファインダー内の ~~^ や fTT ^ の線が 
最もはっきり見える位置に調壁しまず。 
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ファインター內表示 



ファインダーを視くと、図のよラな表示び見え 
ます。ファインダーを視いたとさに見えている 
範囲び写真に写る範囲です。 

* ファイダー巧の表示び見えにくいときは、視度 
調整を行なってください。に3ページをご覧く 
ださい] 


〇の E __〕|表示と Q のい〕 I 表示 

通常撮影[已点 AF ] のときにピントび含う範 
囲です。この内側にピントを合わせたい物を入 
れて撮影してください。 

〇は焦点距離び最ち望遠側のとさ、©は焦点距 
離び最ちに角側の場合のピントび合ラ範囲で 
す。この範囲は焦点距離び広角側か5望遠側に 
なるにつれて徐々に広くな0ます。 

0の I 〔 ） I 表示 

スポット AF 撮影のとをにピントび合ラ範囲で 
す。スポット AF 撮影については、47ページを 
ご覧くださし、。 

* サービスサイズのカラープ1」ント[パノラマプ 
U ントを含む]では、画面周辺の物びプリント 
されないことびあります。構図に少し余裕を持 
たせてください。 








1.2 m より近づいたときに写る範囲 


近距離での撮影 

ファインダーで見えているのは、写したい物と 
の距離び無限遠（〇〇)の時に写る範囲ですび、 
カメラの機構上、写したい物との距離げ近づく 
につれて実際に写る範囲び下に移動していさま 
す。 


左図に示した 部分び、1ぶ m よ0近づいた 

とさに実際に写る範囲の目まです。 


* 撮影できる距離は、0.己 m より遠くです。 




ランプ表示_ 

©緑ランプ 

ピントの状態を表します。 

点灯：ピントび合っています。 

点滅：撮影距離び近すざるか、 

ピント合わせびできない状態です。 

©赤ランプ 

スト□ポの状態を表します。 

点灯：スト□ポの充電完了です。 

スト□ポび発光しまず。 

点滅：スト□ポの充電中でず。 

©包のランプは、シャッターボタンをかし巧したと 
きに表示されます。 









1 ■ファインダー巧の r 。"！ をピントを合 
わせたい物に合わせまず。 


ピント合わせの補助光について 

暗いところではピント合わせの精度が低下し 
ますび、こんなとさにシトッターボタンをか 
し巧すと、自動的にスト□ボ光を少量発光し 
てピント合わせを行いやすくします。 
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* この力><ラは、已点 AF ですから、写す物び画面 
中むからをみがれていても比較的ピントび合い 
易 < なっています。 

* 特定の狭い部分だけにピントを合わせたい場合 
は、スポット AF 撮影をご利用ください。47ぺ 
ージをご覽< ださい。 

* サービスサイズのカラープリント[パノラマプ 
U ントを含む]では、画面周辺の物びプリント 
されないことびありまず。構図にかし余裕を持 
たせてください。 







2 . シャッターボタンを少し巧ずと自動的 
にピントが合い、緑ランプが点巧しま 
ず。 

3. 緑ランプの点む後、そのままシャツタ 
ーボタンを巧して撮影しまず。 


* 一度緑ランプび点灯してから別のちのにピント 
を合わせ直すとさは、シャッターボタンを巧し 
直して < ださい。 

* 撮影でをる距離は、0.已 m より遠くです。 



※緑ランプが点滅した場合 

緑ランプの点滅は、撮影距離びおすざるか、ピ 
ントをわせの苦手な物でピント合わせが出来な 
いことを知5せています。ピント合わせび苦手 
なちのについては30ページをご覧ください。 

• 緑ランプび点滅中でち、シャッターボタンを巧 
せば撮影は出来ますび、ピントは合いませんの 
でご注意ください。 

• 力ラ前面の測距窓び;'ちれていると、正しいピ 
ント含わせび出来なくなりますのでご注意くだ 
さい。 

• グ U ップランプも緑ランプと同じように、点む 
や点滅をします。 









スト□ボ自動発光 

このカメラでは、写したいをのび暗いとさや逆 
光のとさに、スト□ボび自動的に発光します。 
シャッターボタンをかし巧して、赤ランプび点 
灯すれば、スト□ボび発光します。 

※赤ランプび点滅した場合 

赤ランプの点滅は、スト n ボ充電中を知らせま 
す。スト□ボ充電中は、シャッターびをれませ 
んので、赤ランプの点灯を確認してか5撮影し 
て < ださし、。 


* このカメラには、赤目軽減機能び付いています。 
詳し < は34ページおよび已9ページをご覧 < だ 
さい。 

* スト□ボを連続して使ラと、電池びをか温か< 
なることびありますび、異常ではありません。 


スト□ボソフト発光 

高感度フィルムでのスト□ボ撮影で、撮影距離 
び徐々に近くなった場合、スト□ポの発光量を 
段階的に減らし、よ0近距離までのスト n ボ撮 
影を巧能にする機能です。 


スト□ボ撮影でをる距離[ネガカラーフイルム 
使用時] 


に0 

レンズ^^^^ 

100 

200 

400 

28 mm 

0.5 〜 3.3 m 

0.5 〜 4.6 m 

0.5 〜6.目 m 

120 mm 

0.5 〜 1.6 m 

0.5 〜 2.2 m 

0.5 〜 3.2 m 


これ W 巧のフィルム感度については、己 9 ベー 
ジを ご覧く ださい。 







ピント合わせの苦手な物 

オートフオーカスは、万能ではありません。写 
したい物の条件びちの例のよラな場合、ピント 
の合わない場合びあ0ます。そんなとをは、写 
したい物とほぼ等しい距離にあるちのにフオー 
カス n ック をしてください。フ オー カス □ック 
については、48ページをご賣ください。 


a) 白い壁や青空などの極端にコントラスト 
(明暗差）の低い物の場合。 

b) 真っ黒なをのなど、光を反射しに<い物 
の場合。 

C) 速い速度で移動している物。 

d) 横線のみや細かな模様の場合。 

e) 強い反射光、強いを光（周辺び特に明る 
い場合)。 





フイルムを取り出しましよう 



1.フイルムの最後まで撮り終わると、自 
動的に巻き戻しび始まりまず。巻き戻 
しが終わるとモーターは止まり、図の 
よ5に I G め i 点滅して知6せまず。 
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* 巻さ戻しは、レンズのズーム位置び自動的に一 
番広角側 （28 mm ) になってから行われます。 

* 巻き戻し時間は24枚撮りで約2己砂です。 

* 巻を戻し中は、撮影枚数び逆算表示されます。 

* 巻を戻し完了時、光をれを防ぐためフイルムは、 
すべて巻さ込まれます。 


• 12および24枚撮りフイルムでは、フイルムの規 
定枚数を超えた最渡のコマび、現像処理でカット 
されることびあります。 

• 規定枚数になってち、まだ撮影び続けられるとを 
は、フイルムの最辕まで進んでから巻さ戻しわ勺5 
なわれます。ただし、3日枚撮りフイルムでは3已 
枚目撮影棲すぐに巻き戻しび行われます。 








2. 表示バネルの口三の点滅を確認してか 
S 、 裏ぶたを開けまず。 








フィルムの遠中巻き戻し 

フイルムを規定枚数まで撮り終わらないラちに 
途中で取り出したいとさにご利用ください。_ 

1. カメラ底面の途中巻き戻しボタン陌习 
をストラップの突起で巧しまず。[卷 
き戻しび始まりまず] 

2. 巻き戻しが終わると、 モーターは 止ま 
り表示パネルの。 n び点滅して知5 
せまず。 

3. 表示パネルの r 5~ i の点滅を確認して 
か6フイルムを取り出してください。 


* 途中巻を戻しボタンを押すと、レンズのズーム 
位置び自動的に一番広角側 （28 mm ) になりま 
す。 

* フイルムび完全に巻を取られるまで、裏ぶたを 
開けないでください。 

* 達中巻さ戻しは、電池び ON 、 OFF どちらでち 
可能です。 


• ストラップ留め具切がで達中巻を戻しボタンを 
押さないで<ださい。達中巻さ戻しボタンを傷 
付けることびあります。 

特に鉛筆-シャープペンシルの先で途中巻を戻 
しボタンを押すと、芯び折れて力ラの部に入 
り、故障の原因になります。 






いろいろな機能の選び方 



©の区习スト□ボ/バルブボタンを巧ずと、いろいろな「露出モード」を選ぶことびでき 
まず。 



オート撮影 

才ート撮影 

日中シンクロ 

化速シャツター 

化をシンクロ 

バルブ 

バルブシンクロ 

读示なし） 

+ホ目軽減 

(強制発光） 

(発光禁止） 

+赤目軽減 


+ホ目軽減 

[36 ぺージ] 

[36 ぺージ] 

[37 ぺージ] 

[38 ぺージ] 

[39 ぺージ] 

[40 ぺージ] 

[41 ぺージ] 


* 一般的な撮影は「オート撮影」で巧能です。電 のボタンを押して「露出モード」を選んだと 

源を ON にすると通常は「オート撮影」になって き、 表示パネルにび表示されていると、 

います。 スト□ボ発光時には赤目軽減機能びはたらをま 

* 「オート撮影」しがでシャッターを一度きって す。赤目現象と赤目軽減機能については、已日ぺ 

撮影した後に〇のボタンを巧すと、「オート撮影」 ージをご覧ください。 

に戻ります。 














©の回 AF ボタンを巧すと 「 AF のち式」 
を還ぶことびできます。 



5点 AF 提景ミ 遠景撮影 スポット AF 撮影 

(表示なし） [46 ぺージ] [47 ぺージ] 


* 遠景撮影は、一枚撮影すると「日点 AF 」 に戻り 
ます。 

* 通常の撮影では、「已点 AF 」 に合わせて<ださい。 
電源を一旦 OFF にすると r 日点 AF 」 に戻ります。 








オート撮影/ <§> オート撮影+赤目軽減 


オー ト撮影 



写すちのび暗いとさや逆光のとさに、スト □ 
ボが自動的に発光するをっとわ一般的な撮影 
モー ドです。 


力六ラの電源を日 N にし、表示パネルにスト □ 
ボやバルブの表示び何ち表示されていなければ 
オート撮影です。 


オート撮影+赤目軽減 



基本的にオート撮影と同じ露出モードです 
び、スト n ボび発光する場合に赤目軽減機 
能びはた5さます。 


スト n ボ/バルブボタンを巧して表示パネル 
I し I @ I 表术を止!します。 

• 赤目軽減機能については已日ページをご覧くださ 
し'!。 






ち日中シンク□撮影に卜□ボ強制発光] 




昼間の明るいとをでち、人物の顔に影び出て 
しまラよラな場合にご利巧ください。常にス 
卜 n ボが発光しますので、影の取れたされい 
な写真が撮れます。また、常時スト□ボ撮影 
を行ないたいときにわご利用ください。 


スト□ボ/バルブボタンを巧して表示パ 
ネルに I ち1表示を出し撮影しまず。 


• 日中シンク□の場合にも、「ストロボ撮影できる 
距離の範囲内」で撮影してください。2日ページ 
をご覽ください。 



スト□ボ使用日中シンク □ 






スト□ボ/バルブボタンを巧して表示パ 
ネルに候^表示を出し撮影しまず。 


[スト□ボ発光禁止] 





スト□ボ / バルブボタンを巧して表示パ なります。手ぶれを防ぐため、カメラを兰脚な 

ネルに |@ 4 口] 表示を出し撮影しまず。 どに固定してください。また、写される人び動 

-1 いても、写真はぶれてしまいますのでご注意く 

* 低速シンク□では、人物にスト□ボ光を当て、 ださい。 

背景は遅いシヤツター速度で、どちらちバラン . 低速シンク□の場含にち、「スト□ボ撮影できる 

ス良く撮該でさます。スト□ボ発光の際は、ホ 距離の範囲巧」で撮影してください。2日ぺージ 

目軽減機能びはたらさます。 をご覧 <ださい。 

• このモードでは赤目軽減機能び常にはたらさま 
す。赤目軽減機能については曰日ページをご覧く 
ださい。 







花火や夜景の撮影など、シャッターを長時 
間開き続けて撮影をする場合にご利用くだ 
さい。 

スト□ボ/バルブボタンを巧して表示パ 
ネルに应 1] 表示を出し撮影しまず。 

* シャッターボタンを巧している間、シャッター 
び開き続けます。[最長約1分] 


撮影 







バルブシンク□撮影 + ホ目軽減 



夜景などを背景にした人物撮影などにご利 
用 < ださい。 


スト□ボ/バルブボタンを巧して表示パ 
ネルに14 巧表示を出し撮影しまず。 


* バルブシンク□では、バルブ撮影でスト□ボを 
発光させます。人物にはスト□ボ光を当て、背 
景は長時間のシャター速度で、どちらをバラン 
ス良く撮影でをます。スト□ボ発光の際は赤目 
軽減機能びはたらさます。 

* シャッターボタンを巧している間、シャッターび 
開さ続けます。[最長約1分] 



• バルブシンク□の場合にち、「スト□ボ撮影でを 
る距離の範囲内」で撮影して<ださい。2日ペー 
ジをご覧ください。 


• このモードでは赤目軽減機能び常にはたらさま 
す。赤目軽減機能については曰目ページをご覧く 
ださい。 

• バルブシンク□撮影では、シャッターボタンを 
巧している間、シャッターび開をつづけます。 
手ぶれを防ぐため、力ラを兰脚などに固定し 
て<ださい。また、写される人び動いてち、写 
真はぶれてしまいますのでご注意<ださい。 










撮影者ち入って記念撮影をするとをなどに 
ご利用 < ださい。 

1.電源ダイヤルを回して、に合わせ 
まず。 

* 撮影時は=脚などを使用してください。 


タイマー撮影 



2. 写したいちのにピントを合わせてか己、 
さ6にシャツターボタンを巧ずと、セ 
ルフタイマ ーびスター トしまず。 


* セルフタイマーの作動中は、セルフタイマーラ 
ンプとグ1」ツプランプの点むで巧らせます。シ 
ヤツ ターがされる約3秒前からセルフタイマーラ 
ンプは点滅に変わります。（グ U ツプランプは点 
なのままです） 








* 約] 0 砂後にシャッターびをれます。 

* セルフタイマーをスタートさせた禮に中止した 
いときは、電源ダイヤルを回して政列•の位置 
にするか、シャッターボタン、ズームボタン 
がの操作ボタンを巧してください。 


• 力分ラ前面に立ってセルフタイマーをスタート 
させると、写したいものにピントび合わなくな 
ることびありますのでご注意ください。 

. スト□ボび充電中[ホランプ点滅]のときは、 
スト□ボの充電完了 [ホランプ点な]樓にセル 
フタイマーを作動させて < ださい。 





I リモコン撮影 


力方ラから離れてシャッターをさることびでさ 
ます。 U モコンのシャッターボタンを押すと、 
約3秒後にシャッターびきれます。 

U モコン各部名称 



* IJ モコン撮影するときは、吉脚などをご利用く 
ださい。 

*バルプ撮影のときは、リモコンのシャッターボ 
タンを押している間、シャッターび開を続けま 
す。[最長約1分] 



1.電源ダイヤルを回して I i I に合わせま 
ず。 


* リモコン撮影モード中は、力><ラ前面のセルフ 
タイマーランプとグ U ップランプびゆっくりと 
点减 します。 

* このとき力;><ラのシャッターボタンを押すと、 
U モコン撮影ではなく通常の1コマ撮影になりま 
す。 

* U モコン撮影モードのまま約曰分間放置すると、 
自動的に電源 OFF になります。 









2. ファインダー内のド T ] を写したいちの 
に合わせ、リモコンをカメラ正面に向け、 
リモコンのシャッターボタンを巧しま 
ず。 

* セルフタイマーランプび早い点滅を3秒間した後 
シャッターびをれます。早い点滅びはじまると、 
グ U ップランプは点なに変わります。 

* リモコンのシャッターボタンを押したとさにフ 
アインダー内の[II]び合っているちのに、ピン 
I- びをいます。 


リモコン撮影のできる距離 

力^ラ正面から約已 m じ(巧 

* 逆光時は U モコン撮影びできないことがありま 
す。その場合は、セルフタイマー撮影をご利用 
ください。 

* スト□ボ充電中は U モコン操作はでをません。 

* リモコンを使巧しないとさは、ソストケースの 
ポケットに入れておくと便利です。ソフトケー 
スについては、10ページをご覧 < ださい。 


リモコン用電池の寿命 

約30,00日回送信することびでをます。電池の 
交換は最寄りのペンタックスお客様窓□にご相 
談ください。[有料] 







^ 違景撮影 



金網やガラス越しの遠景撮影、または通常 
の遠景撮影でご利巧ください。金網やガラ 
ス越しの撮影では、誤ってそれ5にピント 
び合ってしまラのを防げます。 

AF ボタンを巧して、表示パネルに@表 
巧を出し撮影しまず。 



* 一度撮影すると遠景撮影は解除されます。 

* 露出モードび「オート撮影」または「オート撮 
影+赤目軽減」では、暗くてちスト□ボは発光 
しません。 







SPOTAF スポッ ト AF 撮影 




ファインダー内の中央付近の狭い範囲だけ 
でピント合わせを行いますので、特定の部 
分にピントを合わせたいときなどにご利用 
ください。 

1 . AF ボタンを巧して表示/ (ネルに I SP 0 TAFI 
の表示を出しまず。 



スポット AF 用フレーム 


2.ファインダー内画面中央の。 〕 1をピン 
卜を合わせたいものに合わせまず。 


• ピントを含わせたいちのが画面中央にない場合 
は、フオーカス□ック撮影を行ってくださし'1。 
フオーカス□ック撮影については48ページをご 
覧ください。 






フオー カス □ ツク撮影 



1.このイラストのような構図の写真を撮 
る場合、このまま撮影ずると人物の顔 
にピントび合わず、手前のものにピン 
卜が合ってしまいまず。 

こんな場合は、フオーカス□ック撮震 
を巧いまず。 


イラストのよ3に0_ J 巧に遠おのちのび混在す 
る場合は、いちばん手前の石のにピントび合いま 
す。 



2. じ^を、ピントが合つている手前のも 
のか6—旦かし、人物の顔（ピントを 
合わせたいもの）に合わせまず。 








3 .シャッターボタンを少し巧し、ピント 
を合わせ、緑ランプを点なさせたまま 
にしまず。 



4.そのままシャッターボタンか6指を離 
さずに、写したい構図に戻してシャツ 
ターををりまず。 


* より確実にフオーカス□ックをしたいときは、已点 AF から、スポット冉 F に切り替えてください。 

スポット AF への切り曾えは、47ページをご覧ください。 

* 緑ランプ点口中は、ピントび固定されます。[フオーカス□ック] 

* シャッターボタンから指を離すと、フオーカス□ックは解除されます。 










パノラマ撮影 



このカゾラでは、フイルムの入ったままでち 
自由にパノラマと標準撮影とを切り誓えるこ 
とびできます。パノラマ撮影ではフイルム上 
で横長に写りますので、パノラマプ U ントに 
するとダイナ S ックな写真び楽しめます。 


1.パノラマ切り替えレバーを ■ 
せまず。 

■に合わ 

* パノラマに切り替えると、ファインダー内びパ 

ノラマ用に横長になります。 




を図のよラにファインダーがパノラマ用 
に切り替わりまずので、この中に写し 
たいらのを入れて撮影してください。 


* 約 1.2 m より近距離でのパノラマ撮影は、フアイ 
ンダーで見える範囲と実際に写る範囲の差び大 
を<なりますので、お勧めでさません。 






















このカメラでは、パノラマ撮影でち 曰 付や時刻を写し込むことびでをます。 

已 3 ページをご覧<ださい。 曰 付や時刻は、写真の黒線位置に写し込まれます。 

* パノラマ撮影の場合、通常の同時プ U ントに比べ日数、料金びかかります。 

詳しくは、お店でおたずねください。 

* パノラマ撮影では、図のよラに標準撮影のフイルム1コマ分の上下をカツトするだけですから撮影枚数は、標準 
撮影のとさと同じです。 



* パノラマでは、フイルム上に約13 X 36 mm の大きさで画债を写し込み、プ U ント段階では約1 2 mmx 3 已 mm の 
範囲のプ1」ントを行ないます。ただし、この範囲はズーミング位置によって多少違います。 

* パノラマプ U ントは約8目 X 2 已 4 mm のサイズにプリントされます。こ机ま標準撮影されたフイルムをちツ切りヴ 
イズに引さ伸ばしたちのとほぼ同じ倍率になります。 






この力六ラでは、シャッターボタンを半押しす 
ると、グリップランプが点灯または点滅して、 
ピントの状態を知5せます。記急撮影で他の人 
に撮影を頼めないときなど、撮影者び自分に向 
けて撮るとさに、ピントびをっているかどラか 
び分かり便利です。 




写真に日付や時ミ 



このカメラは、21日日年までのオートカレンダ 
一機能を持っています。日付や時刻の表示は、 
お5かじめほほ’正し<セツトしております。 
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写し込みたい内容を選びま 

ず。_ 

〇の I DATE I ボタンを巧ずと 
図のよラに表示が変わりま 
ずので、希望の表示を選ん 
で < ださい。 


* 電源び曰ドドでは、表示の切り替えはでさません。 
* 包の表示パネルに表示されている曰付や時刻び 
写真に写し込まれます。 

* 曰付や時刻を写し込みたくない場合は、 

に合わせます。 

* 包の表示パネルの M は「月」の位置を示してい 
ます。 












日付や時刻の修正 

1.0 の尼互司ボタンを3秒間巧し続ける 
と「年月日」表示の「年」とズームボ 
タン表ち10^1び点滅しまず。 

2.0 の尼互司ボタンを1回巧すごとに点 
滅表示び[年^月^曰^時^分]の順 
に移動しまず。修正したい表示を点滅 
させて < ださい。 

3. ©のズームボタンを巧すと点滅してい 
る数値を変更ずることびできまず。ち 
を巧ずと数値は進み、をを巧ずと戻り 
まず。巧し続けると約1秒後か6は続 
けて変化しまず。 

4. 修正後は、©の臣^ボタンを何度び 
巧して、「年月日」表示に戻して点滅を 
なくしまず。 


* I ■分」表示の点滅状態で、〇の Idate] ボタンを 
時報などに合わせて巧すと0秒にセットされます。 

* 電源び OFF では、曰付や時刻の修正はでさませ 
ん /。 

*修正中[点滅表示中]は、シャッターをきって 
を曰付や時刻は写し込まれません。 

* 「年月日」表示の「年」は、2001年では「01」、 
2010 年では no 」 のように下 2 ケタのみび表 
示されます。 

* 電池交換を行うと、時刻び「0時0分」に変わり、 
写し込み禁止モードになります。必ず時 
刻の修正を行ってください。 

* 電池交換直棲の修正では、〇の [Batei ボタンを 
3秒間押さなくても「年月日」の「年」とズー 
ムボタン表示び点滅し、修正モードとな 
ります。 





* 「年月日」と「曰時分」を同時に写し込むこと 
はで去ません。 

* パノラマ撮該でも曰付や時刻の写し込みびでき 
ます。 


• 曰付や時刻び写る部分に白•黄色などの明るい 
物びあると、曰付や時刻び見えにく<なります。 
曰付や時刻び写る部分には明るいちのびこない 
ぶラにしましよラ。 

• 規定枚数を超えたコマでは、曰付や時刻び正し 
く写し込まれない場をびあります。 
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電池の 



電池び消耗してくると表示ノ くネルに図の@マ 
ークび出て警告します。早めに新しい電池と交 
換して<ださい。が点滅に変わると 、が 
ラび作動しなくな0ます。 


* 低温では、一時的に電池の性能び低下すること 
びありますが、常温に戻れば使巧でをます。ま 
た、撮影できるフイルム本数びかなくなりまず。 



撮影できるフィルム本数に4枚撮り] 

通常の撮影モードでスト□ボの使用率を 
已日％にした場合 約8本 

に R 2 電池-当社試験条件による] 


* あらかじめカメラにセツトされている電池は作 
動確認巧の電池のため、上記のフイルム本数を 
撮影できないことびあります。 

















スト□ボ撮影可能距離とホ目現象 


IS 0100、 200、400じ(外のフィルムを使用したときのストロボ撮影距離範囲[ネガカラーフィルム使用時] 


レ ！:^^0 

25 

50 

800 

1600 

3200 

28mm 

0.5 〜 1 .6m 

0.5 〜 2.3m 

0.5 〜 9.3m 

0.5 〜 13.2m 

(*) 

0.6 〜 1 8.6m 

120mm 

0.5 〜 0.8m 

0.5 〜 1.1m 

0.5 〜 4.5m 

0.5 〜 6.4m 

0.5 〜 9.0m 


(*) 高感度のため、近距離では露出才ーバーになる場合があります。 
IS 日] 0 日、 2 日日、 4 日日 フィルム感度については、2 日 ぺージをご賣 ください。 

スト□ボ撮影の赤目現象と，赤目軽減機首目 

フィルム撮影で人物の目び赤く写ることがあ0ます。これは、目の網膜にスト n ボの光が反射して 
発生する現象です。人物の周0を明るくした0、撮影距離をおくにしてレンズを広角側で撮影する 
と、発生しにくくなります。 

このカメラには、撮影直前にル光量のスト□ボを1度発光させ、瞳をかさくしてか5スト□ボ撮影 
を行うことで、目び赤く写るのを目立たなくする r 赤目軽減機能」びあ0ます。 
r 赤目軽減機能」は、選んだ露出モードにより自動的にあり/なしげ切り誓わります。露出モードに 
ついては、34ページをご覧ください。 




こんなときは？[詳しくは、各ぺージをご覧ください] 


修理を依頼される前にをう一度、次の点をお調べください。 


症が 

原因.が処 

症状1:シャツターがきれない。 

原因-お処： 

•電源が OFF になっていませんか。電源を入れてくださし、。 [12 ぺ一 
ジ] 

•電池は入っていますか。電池が消耗していませんか。 [56 ぺージ] 

• 表示窓に m が点減している場合は、フィルムが終了しています。 

新しいフィルムと交換してください。[18、31ぺージ] 

• 表示窓に rn が点減している場合は、フィルムが正しく入ってい 
ません。正しく入れ直してください。 [20 ぺージ] 

症状2 :写真の出来が良くない。 

原因-お処： 

• ピントを合わせたいものにファインダー内の1: >1を正しく合わせ 

て撮影してください。に7ぺージ] 

• 指や髪などで測距窓を覆わないようにして、シャッターボタンは 
詩かじ押してください。 [15 ぺージ] 

• 測距窓が汚れていませんか。 [28 ぺージ] 

症状3 :ズームレンズが勝手に動い 
たり、収納され電源 OFF に 
なった。 

原因： 

•電源 ON のまま放置した場合は、放置後約3分間たつと、自動的に 
レンズのズーム位置がいちばん広角側に 8 mm ) になります。 [12 
ぺージ] 

• リモコン使用時は、放置後約5々間たつと、自動的に電源 OFF じな 
ります。 [44 ぺージ] 




症が 

原因.が処 

症が4 :リモコンによる操作ができ 
なし、。 

原因.が処： 

• リモコンが作動するのは、カメラの正面で約 5 m です。この範囲内 
でリモコンを操作してくださし、。 [45 ぺージ] 

. 逆光時はリモコンが作動しないことがあります。 [45 ぺージ] 

• ストロボ充電中。充電が完了するまで待ってください。 [45 ぺージ] 

• リモコンの電池が消耗している。 [45 ぺージ] 

症が5:暗くないのにストロボが発 
光する。 

原因-巧処： 

•逆光でも自動的にストロボが発光します。に9、36ぺージ] 

• 表示パネルにが表示されていませんか。に7、39、41ぺージ] 

症が6 :表示パネルに1 —1の点滅表 
示がでる。 

原因-巧処： 

. ズームボタンなどを動かしてみてくださし、。表示が消えればその 
ままご使用になれますが、度々出る場合には故障の可能性があり 
ます。 

症が7:電源 ON • OFF 時やズーミン 
グ時に、振動やシャッター 
がきれたような音がする。 

原因： 

• このカメラは小型で高倍率のズームレンズを実現させるため、ズ 
-ミングの逮中でレンズの内部機構の切り替えを行っています。 
振動と音は、その作動の際に起こるもので、故障ではありません。 

症が8:電源を切る前に、日付の設 
をを「日時み」にしていた 
のに、最路撮影日表示は 
「年月日」で表示される。 

原因： 

•最終撮影日表示は、電源を切る前の設をが「年月日」「日時分」 

「-」の場合、すべて「年月日」で表示されます。 [63 ぺージ] 








表示パネル 



香部の名称 
〇曰付/時刻表示 

0フィルム枚数 . 

. [日3ぺージ] 

. に1ページ] 

©電池消耗警告 ......... 

. [日目ぺージ] 

〇スト□ボ OFF ........ 

.[38 ぺージ] 

@スト□ボ ON . 

.…[37、39、 4] ぺージ] 

©ホ目軽減 . 

.…[3目、39、 4] ぺージ] 

©低速シャツタ ー.... 

. [38、39ぺージ] 

©バルブ . 

.[4 日、41ぺージ] 

©遠景 . 

.[4 目ぺージ] 

⑩スポツト AF . 

.[47 ぺージ] 

のズームボタン ......... 

. [日4ページ] 


表示パネルの自動照明機能について 

このカメラには、暗いところでち表示パネルの表示が見えるよラに照明機能があります。暗いと 
ころでカメラを操作ずると自動的に表示ノたをルの照明が約4秒間,な打しまず。 _ 

液晶表示 [ LCD ] について 

• 約目〇での高温では液晶表示が黒くなることびありますび、常温に戻れば正常になりまず。 

•厭豆下では、液晶の表示応答速度が遅くなることがありまず。これは液晶の性質によるもので跡章で 
はあ0ません。 



















最終撮影日表示 


カメラにフイルムが入った状態で電源を入れると、そのフイルムで前回最後に撮影した日付 
が表示パネルに点滅表示してから、現在の曰付が表示されます。 

* 電池を交換した時には必ず曰付の修正をして<ださい。修正の方法については、曰4ページ 
をご覧ください。 

* 力ラにフイルムが入っていないときや、新しくフイルムを入れ直したとさには 、……I 
が表示し、前回の撮影曰は表示されません。 

点滅表示の仕方は、電源を切る前に設定した写し込みの内容によって変わります。 


「年月日」「曰時分」「 . 」の場合 

すべて 「年月曰」で表示されます。 

「月曰年」の場含 

「月曰年」で表示されます。 

「曰月年」の場合 

「曰月年」で表示されます。 


※時刻は点滅表示されません。 
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まな仕様 


形式 . ズームレンス内蔵フルオート3已 mm レンズシャッターカメラ[デート付さ] 

使用フィルム . 3巳 mmDX フィルム専巧 [13 已パト □- ネ入り] IS 日2日〜32日日自動感度セット [1 EV ステッフ] 

DX しが i ■二 IS 02 己固定 

画面サイズ .24 X 3 巨 mm [パノラマ撮影時は1 3 x 3 巨 mm ] 

フィルム入れ . オート n —ディング、裏ぶた閉じにより1枚目まで自動巻き上げ 

巻き上げ . 自動巻き上げ式 

巻き戻し . フィルム終了時自動巻き戻し式階き戻し時間： 24枚撮りフィルムで約2已秒]巻き戻し終了時自 

動停止、途中巻さ戻し可能 

撮影お数 . 自動復元順算式、巻き戻しに連動[減算] 

外部表示 . 表示パネルに LCD 液晶表示（低輝度自動照明あり） 

レンズ . 28〜120 mmF 已 .6 〜 12.8 己群6枚対角線画角7巳.已°〜2日.已° 

ピント含わせ . パッシブ巳点 AF 方式、フォーカス n ック付き、遠景撮霖あり、補助光あり 

撮影距離二0.已 m 〜の全域ズームマク n [最大撮影倍率：日.32倍 （ A 7 判ネ目当)] 

ズーミング . 電動式 

シャッ ター . 電子式 二 約1/36日〜2秒、バルブ [1/2 秒〜1分]、電磁レ U - ズ式 

セルフタイマー……電子式ランプ表示、作動時間約1日秒、作動媛の解除可能 

ファインダー . 実像式ズームファインダー、視野率8395、[倍率]:日.32倍（広角側） 1.2 巨倍（望遠側）、視度 

調整付き一3〜 + lm - 1 [毎メートル]、オートフォーカスフレーム、視野枠、近距離視野補正枠、 
パノラマ視野枠、 

緑ランプ点打：撮影可能点滅：測距不能■近距離警告、 

ホランプ点灯：スト n ボ発光点滅：スト□ボ充電中 


















露出 . フ n ブラム式自動露出（マルチ測光-逆光時自動露出補正機能付） 

[連動範囲-に日400使用時]オート-曰中シンク n 時 EV 1 日〜17 (広ち側） 

EV 13.5〜19 (望遠側)、低速 シャッ ター撮影時 EV 6 〜17 (広角側） EV 6~19 (望遠側） 

露出計スイッチ . シャッターボタン 

ストロボ . ズームオートスト n ボ内蔵[赤目軽減機能付さ]、オートニな輝度、逆光時自動発光、ストロボ 

日1\1^曰中シンク〇/低速シンク〇に秒まで使用可能]、近距離時ソフト発光機能あり、バルフ’ 
シンク n 二1/2秒〜1分 

スト n ボ撮影範囲-.’.[に日40日使用時]:日.日〜目.巨 m (に角側）0.日〜 3.2 m (望遠側） 

スト n ボ充電時間 -- 約日秒[当社試験条件による] 

リモコン . 赤外線 U モートコント n - ル、 U モコンシャッターボタン巧しで約3秒後撮霞、 

作動距離ニカメラ前面約日 m な内 
U モコン電源 . リチウム電池 [ CR 1 目2日]1個 

リモコン大きさ’題匡さ]-’ -22 [幅] X 巳 3 [易 X 6 .巳[厚] mm 7旨 [電池含む] 

電源 .3 VU チウム電池 [ CR 2 ネ目当品]1本使巧 

撮影可能本数 . 24枚撮りフィルム使用時約 S 本[スト n ボ己0%使巧、当社試験条件による] 

電池消耗警告 . 表示パネルに r ^ i び点打-点滅時シャッターロック 

デート機構 . クオーツ制御-液晶表示式デジタル時計、才ートカレンダー晒暦21日0年まで、閨年は自動修正]、 

バノラマ時写し込み可能、前回最終撮影曰表示機能あり 
データ 写し込み方法フィルム前面からの写し込み 

データの種類 . 〇年•月-曰©曰■時-分®-(写し込み無し）0月-曰-年©曰■月-年 

大きさ■質量厘さ] - 1り[幅] X 朗.已晴さ] X 41 腺别 mm (ル突起部を除く）1日〇 邑 [電池別] 

付属品 . ストラップ E 日、ソフトケース CE -1 日、 U モコン F 
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赤目軽減機能 

3目、3日、4]、 

59 

ホ目現象 


59 

ホランプ点灯 

2目、 

29 

ホランプ点滅 

2目、 

29 

アフターサービス 


71 

裏ぶた 


18 

裏ぶた開放レバー 


18 

液晶表示 [ LCD ] 


62 

遠景撮影 


46 

オートカレンダー 


53 

オート撮影 

34、 

36 



各部の名称 _4 

力;>(ラの構えち _ M 

逆光 _ 3目、4曰 

クイックガイド 日目 



グ U ップランプ 
こんな写真を撮るには？ 
こんなとさは？ 


12、28、42 



最終撮影曰表示 

13、 

63 

自動電源オフ 

44、 

60 

視度調整 


23 

仕様 


64 

使用電池 


已7 

シャッターボタン 

14、 

28 

ストラップ 


11 

スト□ボ撮影 29、 

37、39、 

41 

スト□ボ強制発光 


37 

スト□ボ自動発光 


29 

スポット AF 


47 

スト□ボ発光禁止 

38、 

40 

スト□ボ/バルブボタン 


34 




ズー s ング 


16 

(な行 


) 

ズームボタン 

] 目、 

53 

日中シンク□撮影 


37 

セルフタイマー撮影 


42 




セルフタイマーランプ 

42、 

44 

(は行 


) 

ソフトケース 


10 

パノラマ切り替えレバー 


50 




パノラマ撮影 


已〇 

(た行 


_J 

パノラマデート 


51 

途中卷さ戻し 


33 

パノラ7プ U ント 


51 

低速シャッター撮影 


38 

バルブ撮該 


40 

低速シンク□撮影 


39 

バルブシンク□撮影 


41 

手ぶれ 

38、39、 

40 

曰付や時刻の写し込み 


53 

電源を入れる 


12 

曰付や時刻の修正 


已4 

電源を切る 


12 

表示パネル[液晶表示] 


62 

電池交換 


57 

ピント合わせ 27、 

30、 

47、4召 

電池消耗警告 


56 

ファインダー 

24、 

2已、已〇 

電池ぶた 


57 

フィルム感度 


22 

デートボタン 


53 

フィルム検ミ□部 


20 

取り扱い上の注意 


3 

フィルム先端マーク 


20 



フィルムを入れる 


18 

フィルムを途中で取り出す 


33 

フィルムを取り出す 

31、 

33 

フォーカス□ツク 

3日、 

48 

補助光 


27 


G 英数字 ） 

日点 AF 

27 

AF ボタン 

35 

CE マー ク 

1 

DX フイルム 

22 


C ま6 ) 

緑ランプ点灯 

2巨、28、49 

緑ランプ点滅 

2巨、28 

目次 

巨 


C ら6 J 

U モコン撮影 

44 

1」モコン収納 

10 

1」モコン用電池 

45 

レンズ 

17 


ークイックガイド （目 9 ぺージ）— 

「こんな写真を撮りたい」と思った時に 
表示パネルに表示を出したり、ダイヤル 
を回すだけで簡単に撮影がでさまず。 

クイックガイドは切りとってソフトケー、 

スなどに入れてお使いください。 j 



PENTAX ESPIOI 


区至]ボタン 


1才ート撮影 

j 最も一般的なモードです。暗い所や逆光では、 
自動的にスト n ボび発光します。 

I 才ート撮影+赤目軽減※ 

1基本的にオート撮影と同じですび、スト□ボ発 
光時にホ目軽減機能びはた5さます。 

I 日中シンク □ (スト□ボ強制発光） 

I 明るくてを暗くてを常にスト n ボび発光しま 
す。帽子をかぶった人物撮影など、逆光政外で 
人物び暗<なってしまラ時に使います。 

I ほ速シャッター（スト□ボ発光禁止） 

1暗くてもスト n ボを発光させません。ストロボ 
び使えない美術館や室内の照明を利用した撮影 
をしたいときに使います。 

1ほ連シンク □+ 赤目軽減※ 

J 夕景をバックにした人物撮影などで、人物にス 
卜 n ボを当てることで、夕景と人物をバランス 
よく撮影でさます。 

I パルブ 

I 巧乂や夜景の撮影に使います。シャッターボタ 
ンを巧している間シャッターび開さ続けまず。 

I パルプシンク □+ 赤目軽減※ 

1バルプ撮霖でスト n ボを発光させます。夜景を 
バックにした人物撮影などに使います。 




PENTAX ESPio120SWn クイックガイド 



フィルムの途中卷さ戻し 
1.カメラ底面のフィルム途中巻き戻しボ 
タン国当をストラップの突起で巧しま 
ず。[巻を戻しが始まりまず] 

吕.巻き戻しび終わると、モーターは止ま 
り表示/ くネルの因 D び点滅して知6せ 
まず。 

3. 表示パネルの因 D の点滅を確認してか 
日フイルムを取り出してください。 


*途中巻を戻しは、電源び ON、OFF どち6でち可 
能でず。 


日付や時刻の修正 

1. に^ボタンを3秒間巧し続けると 
「年月曰」表示の「年」とズームボタン 
表示^び点滅しまず。 

2. IDATE1 ボタンを1回巧ず ごとに 点減表 
示が[年^月^曰^時^分]の順に移 
動しまず。修正したい表示を点滅させ 
て < ださい。 

3. ズームボタンを巧ずと点滅している数 
値を変更ずることができまず。ちを巧 
ずと数値は進み、左を巧ずと戻りまず。 
巧し続けると約1秒をか5は続けて変 
化しまず。 

4. 修正をは、应を！]ボタンを何度か巧し 
て、「年月日」表示に戻して点滅をなく 
しまず。 

* 「分」表示の点滅巧態で、 [MT 司 ボタンを時 
報などに合わせて押ずと0秒にセットされます。 

* 電源び OFF では、曰付や時刻の修正はでをませ 







アフターサービスについて 


1. 本製品が万一故障した場合は、ご購入曰から満1 
年間無料修理致しますので、お買い上げ店か当社 
のお客様相談センター、またはお客様窓口にお申 
し出 < ださい。修理をお急ぎの場合は、直接お持 
ちください。修理品ご送付の場合は、化粧箱など 
を利用して、輸送中の衝撃に耐えるよラしっか0 
と個包してお送りくださし、。不良見本のフイルム 
やプ U ント、また故障内容の正確なメモを添付し 
ていただけると原因分析に役立ちます。 

2. 保証期間中[ご購入後1年間]は、保証書[販売 
店印および購入年月曰が記入されているちの]を 
ご提示ください。保証書びないと保証期間中でち 
修理び有料になります。なお、販売店、または当 
社のお客様相談センター、お客様窓□へお届けい 
ただく諸費用はお客様にご負担願います。また、 
販売店と当社間の運賃諸掛りにつさましてち、輸 
送方法によっては一部ご負担いただく場合があり 
よ9 〇 

3. 次の場合は、保証期間中でち無料修理の対象には 
なりません。 

-使用上の誤り C 使用胃な明書記載政がの誤操作等） 
により生じた故障。 


-当社の指定する修理取扱し、所政がで行われた修 
理•改造-分解による故障。 

•火災•天災-地変等による故障。 

-保管上の不備（高湿多湿の場所、防虫剤の入っ 
た場所での保管等）や手入れの不備（ミ旧-砂- 
ホコリ•水かぶり-ショック等）による故障。 

• 保証書の添付のない場合。 

• 販売店名や購入曰等の記載びない場合な6びに 
言己載事項を訂正された場合。 

4. 保証期間し^後の修理は有料修理とさせていたださ 
ます。なお、その際の運賃諸掛りにつさましても 
お客様のご負担とさせていたださます。 

己.本製品の補修用性能部品は、製造打ち切り後7年 
間を目安に保有しております。したがって本期間 
中は原則として巾参理をお受け致します。なお、期 
間切後であっても修埋可能の場合ちありますの 
で、当社サービス窓□にお問し啥わせください。 

6. 海が旅行をされる場合国際保証書をお持ちくださ 
し、。国隙保証書は、当社のお客様相談センター、 
またはお客様窓□でお持ちの保証書と交換に発行 
してお0ます。[保証期間中のみ有効] 

7. 保障内容に関して、くわしくは保証書をご覧くだ 
さい。 




お客様相談窓口のご案内 

お客様相談センター（鮮社製品に関するお問い合わせ) 

干1 74-8639 東京都板橋区前野町 2— 3日一9 
営業時間午前9:00〜午後6:00 

(± ■曰-祝曰および脾社休業曰を除く） 

日已7日-日01313 

^市内通話料金でご使用いただけます。 

携帯- PHS の方は下記番号をご利用ください。 

巧03 (3960) 3200 (け） 

巧03 (3960) 0887デジタルカメラ専用 


シヨールーム • 写真展*修理受付 


ペンタツクスフォーラム巧03 (334 S ) 2日41(代） 

干1 63-0401 東京都新宿区西新宿2— 1一1 

新宿兰抖ビル1階（私書箱240号） 

営業時間午前10:30〜午後日:3日 

(年末年始および兰#ビル点検曰を除を年中お休) 


修理受付 


ペンタックス札幌営業所お客様窓口巧011 (612)3231 (巧) 

干060 -00 10ネし幌市中央区化1〇条西1扫_3曰 
ペンタックスネし幌ビル2階 
営業時間午前9:00〜午後已:〇〇 

(± ■曰-祝曰および興社が業曰を除 <) 

ペンタックス仙台営業所お客様窓 □ で022 (371) 日日日3 (代) 
干98 1-3 133仙台市泉区泉中央 1—7— 1 
千代田生命泉中央駅ビル己階 
営業時間午前9:0日〜午後己:00 

(± •曰-祝曰および興社休業曰を除 <) 

ペンタックスち古屋営業所お客様窓日巧0己2 (962) 日331(代） 
〒4白 1-0001 名古屋市東区泉1 — 1 9— 8 
ペンタックスビル3階 
営業時間午前9:0日〜午後己:00 

(± ■曰-祝曰および興社が業曰を除 <) 

ペンタックス広島営業所お客様窓 □ 巧082 (234) 己日81(巧) 
〒730-08己1広島市中区厦町 2—1 己 
僵町ビュ □— 3階 
営業時間午前9:00〜午後已:〇〇 

(± ■曰-祝曰および興社が業曰を除 <) 

ペンタックス福岡営業所お客様窓 □ 巧〇弘 (281) 6868 ( ft ) 
干810 -0802 福岡市博を区中洲中島町 3— 8 
バールビル吕階 

営業時間午前9:00〜午後已:〇〇 

(± •曰-祝曰および興社休業曰を除 <) 




ペンタックスサービス（株）ま日本像里センター 
巧03 (397 己）4341りで） 

干 1 フ已 ■0082 言が反橋区高日一日一 2 

工業臘）獅センター内 
営業時間午前 9:00 〜午後己: 00 

(± ■曰-祝曰および脾社休業日を除く） 

ペンタックスサービス（巧）西日本槪里センター 
■ S 0 已（白吕 71) 7白白巨计 t ) 

〒已 4 吕 -0081 大阪市中央区南舶攝 1一17— 日 
パールビル2 階 

営業時間午前日:00〜午後己:00 

(± •曰-祝日および製社休業日を除く） 


ホームぺージアドレス http :// www . pentax . co . jp / 





姐光学工業株式会社 

〒1 74-8639 東京都巧橋区前野町 2-36-9 

ペンタックス販売株式会社 

〒100-0014ま京都千代田区永田町 1-11-1 

☆この使用説明書には巧生紙を使用しています。 

☆仕様およびが観の一部を予告なく変更することびあります。 



ペンタツクスファミリーのご案内 

ペンタックスファ SU —はペンタックス愛巧者の写真クラブ 
です。年4回の尝報と写真年鑑の配布、イベントへの養加や 
修理料金の尝員割弓 I など様々な特巧びあります。 

お申し込み、お問い合わせは下記ペンタックスファミ U —事 
務局まで。 

干] 00-0014 東京都千代田区を田町 ]- 11 -] 

兰宅坂ビ J レ3階巧 03-3 已 80-0336 


己740已 


01-200203 





